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司会(丹 羽)

　只今から 「これからの幼児教育と運動遊び」というテーマで シンポジウムをやらせて頂きたいと思

います。お休み時間が大変短うございまして,お 茶をのんだりする時間もあまりな く,大 変恐縮に存

じます。また,お 疲れのところ申訳ございませんが,予 定通りに4時 半に終らせたいと考えておりま

すので御協力頂きたいと思います。最初に私の方からこうしたテーマを設定 しました」由を申し上げ,

そのあと講師の先生方のご紹介をさせて頂きます。

　 さて,「 これからの幼児教育と運動遊び」というテーマを設定しましたのは,何 となくこんなふう

なことからだというようなことを申し上げてみたいと思います。私,幼 稚園の方は全く素人でござい

ます。幼稚園に関係しまして2年 半位 しかたっておりません。したがってアマチュアの発想と申しま

しょうか,小 学校以後のいわゆる公教育機関という立場から幼稚園のあり方を考えてしまいがちでご

ざいます。こんどの場合もそうでございまして,学 校というのはおそらく家庭とか地域社会で営まれ

ている自然な教育機能では達成し得ないような,教 育機能を,意 図的にあるいは計画的に進めていく,

あるいはそういったことを目的として生まれた教育機関ではないかと考えているわけです。当然,幼

稚園も教育機関である。そうであるならば,現 代の社会の中で家庭とか地域社会の自然な状態では達

成することのできない教育機能は何であろうか,こ ういったことを見通 した上で現在の幼稚園教育と

いうものの内容を組み立てていく必要があるのではないか,と いう非常に素朴な発想がまずあったわ

けであります。も一つは,幼 稚園教育というのは当然対象が幼児である。したがってその幼児の発達

的特性を」はしなければ教育はできないわけですが,そ れとからみあって幼稚園教育の本質をふまえ

て行われるということは当然のことであります。それに加えまして時代の流れとか社会の変化を見通

した上で,現 在の幼稚園の教育はどうあるべきかということを考える必要があるのではないか。具体

的に申しますと,20年 前と現在の幼児の生活にはどういう変化があるのだろうか。例えば先程副園長

からも報告がありましたが,こ のテーマを設定する一つの根拠あるいは目的と関係しているわけです

が,例 えば人口が集中し,自 動車も大変多くなってきた。そうすると,当 然のことですがこどもの遊

び場となっていた広場が少なくなるし,非 常にいい遊び場であった道路からも子ども達は追われてし

まった。また核家族化で子どもさんが少なくなってきた。本来ならば,家 の近くでお兄さんとか妹と

か異年齢の子ども達の遊戯集団が成立したはずでありますが,異 年齢の遊び仲間というものが成立し

ない。それは私どもの調査でも出ております。3歳 児4歳 児5歳 児それから小学校2,3年 とだんだ

ん上にい く程,同 じクラスの子ども達と遊ぶようになってしまう。とくに附属校園ですから,地 域の

公立の幼稚園や小学校に行 っている子どもとなかなか接する機会が少ないという困った問題もかかえ

ていますが,一 般に最近の子どもは異年齢の集団をつ くることが大変難しくなってきている。これは

コミュニティの崩壊ということも関係しています。さらに親,と くにお母さん方の意識ですが,子 ど

もを遊びから遠ざける傾向が強い。例えば進学の問題とも関係して塾やけいこごとに通わせる傾向が大変
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ふえております。そうしますと遊び場所もないし遊び仲間も少ないし,当 然外で遊ぶ時間も縮少され

てきた。今までその遊びによって子どもたちは人間らしく成長 してきましたが,そ のあたりに何か変

化が起きているのではないか。具体的に申しますと,か らだの面では背筋が弱 くなってきて姿勢の乱

れが出てきた。土ふまずの発達もおくれてきた。あるいは精神面で申しますと,耐 え忍ぶ力と申しま

しょうか,耐 忍性が弱 くなってきている。そのほかにもいろんな現象が出てきている。こうした現象

が出てきている原因は,多 くのものが複合していてこれだと明確にいうことはできませんが,今 の社

会には確かにあるはずである。しかもそれがますます増大していく傾向にあるのではないかという危

惧をもっています。このような社会の変動,子 どもにとっては望ましくない環境の拡大に対して,幼

稚園の教育はどうあるべきなのかという対応を迫られている。 しかもそれは従来の経験だけではなく,

もう少 し科学的に研究をしたり,あ るいは多面的な」論的根拠をふまえながらどうすればよいかを考

え実践していく時代に入ってきているというようなことを考えたわけであります。したがいましてこ

れからの幼児教育はそういう背景の中で どうあるべきなのかということを考えてみたいというのが,

このテーマーを設定致しました」由でございます。あまり司会者が長 くしゃべりますと,あ との大変

貴重な時間がなくなりますので,早 速シンポジウムの講師の紹介をさせて頂きます。こちらの方から

発言順におすわり頂きました。京都教育大学教育学部附属幼稚園の副園長の藤原愛子先生でございま

す。藤原先生は長い間,幼 稚園教育に携ってこられまして,幼 稚園教育につきましてはベテランで,

どういう領域につきましても精通されていらっしゃるわけですが,と くに京都教育大学附属幼稚園で

はここ数年来,運 動遊びの研究を続けておられます。また昨年からは文部省の教育方法等改善のため

の研究費を受けまして,"調 整力を高める運動遊び"の 研究を進めていらっしゃいます。そうした立

場か ら御意見あるいは御質問がいただけると思います。その次におすわりになっていらっしゃいます

方が東京学芸大学の近藤充夫先生で,運 動遊びとか幼児の体育につきまして,長 い間この道ひとすじ

という感 じで研究を進めておられ,学 界でも大変御活躍でこの方面の研究では日本では最もす ぐれた

方のおひとりです。いちばん向こうに座 っておられる方が国立教育研究所第3研 究部第4研 究室長の

永野重史先生でございます。既に雑誌とか本等でご存じの方も多いと思います。また昨年は 「予習は

有害である」という本をお書きになりまして大変反響を呼んでおります。とくに幼児教育の全体的な

立場から御意見を頂けるものと思います。以上簡単でございますが講師の紹介をさせて頂きました。

さてこれからの進め方ですが,15分 以内で先生方に御意見を頂き,そ の後皆さん方の御意見なり,御

質問なりをおうけしながら進めたいと考えております。よろしくお願いします。

藤原先生

　今 日は朝から子ども達が遊びをしている様子をみせて頂き,そ のあと,い ろいろ実践研究のお話,

発達研究のお話,そ れを ミックスしたところなどもお話頂きまして勉強させて頂きました。先日資料

も頂きましていろんな点ですべて網羅されておりまして,私 などお話するところではないと御辞退申
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しあげたんですが,ま あ同 じようなことを研究していることだ し,大 勢の先生方が会場か ら発言 もし

に くいだろうか ら,質 問の皮 きりでいいか らお話をす るようにということで出させて頂 きました。 こ

のテーマか ら私の方の幼稚園の考え方 とこちらの園の考え方とは,多 分結局は一致するであろうと考

えますが,私 達 はまず子どもが喜んで 自ら運動する子どもに したいなあ と,運 動好きな子 どもにした

いなあと考えているわけです。運動といいますのはも う既にお話を伺 っておられ ます ように ,健 康 な

か らだづ くりや協同の社会性づ くりや知的な探究などすべての基礎 になるもので ございまして,そ う

いうものの原動力になるという意味で,私 達は運動の好 きな子 どもにしていきたいなあ と考えてお り

ます。 じゃあどのようにして運動の好 きな子 どもにす るのか という時に,ど のような経験 や活動を選

んで,ど のような先生がそ こに介在をして,子 ども達をそういうふ うに育ててい くのか とい うことに

なるわけで ございまして,そ の時に選ぶ経験や活動 というところ右,こ の調整力を育 てるとい うこと

がかかわ って くると思 っています。で私達も時々話をしていますが,幼 児期は調整力が伸びる時期な

のだと。勿論筋力 も育つであろうけれ ども,よ り調整力が育つのだか らその時期に指導を加 えること

が発達の適時性 という面か ら大変いい ことなんだというふうに,い つ もその方面の先生方か ら伺 って

おります。そうい う意味で私達が子 ども達 に運動経験を させ る時に,喜 んで運動をす る子どもを育て

る時の底に流れ るものとして,調 整力を育ててい くための経験を させてい きたいとい うふうに考えて

いるわけであります。それで私の方の調査の方法 とは ちょっと違 うわけですけれども,私 がいつも考

えてお りますことは,ど うした ら子ども達が楽 しく遊びにとり組んで くれるであろうかということを

考えているわけです。それで私達がよ く大学の先生か ら言われるんです けれ ども,幼 稚園の先生 はす

ぐ資料集を調べてみて,　 「これで きるわ,そ れ面白そうや」とす ぐ取 りあげて しまう。これが幼稚園

の先生の弱 いところだといわれて,く やしい ことが多いわけですけれども,経 験や活動を選ぶ時に,

子 どもの興味と発達 ということを私達はいつ も考えておかな くてはいけないが,そ の時に非常 に安易

に興味と発達とい うことを考え るのではないだろうかと,や はり反省 してみな くてはいけないと思 っ

ています。そういう意味で この園の調整力を育て るというこの研究やいろいろな実践に しても,発 達

研究に して も役に立たせて頂けると思 っています。それで朝か ら子 ども達が自発的に4・5歳 一緒に

遊んでいる活動を見せ て頂いてお りまして,本 当に先生方がいろんな遊びの工夫をしてい らっしゃる

とい うことに感心 したわけでございます。諸先生方 も多分同感であろうと思います。それがい ろんな

場で展開 されておりました。それが非常に尊い研究の結果であると思 うわけであ ります。 しか しそれ

にはそれな りに私にも質問がございま して,非 常 にた くさんな場があ って子ども達の参加が非常に多

い ところと少ないところがあって,木 の所で は 「はじめの一歩」なんか していた所で非常 にもりあが

りがあ ったけれ ども,2人 か3人 でもりあがりが少なか ったところもあり遊 び場が多いばっか りに子

どもが分散 していて,高 ま りが見 られ るところと見 られないところがあ った。そ うい う点について多

分今 日はいろんな遊びを私達のために見せてあげようとお出し頂いたんだろう,す べて網羅 されてい
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るんだろうと思 うわけなんです。けれども今迄ずっとこの活動をや っておられまして,1度 にあれだ

けは出てこないだろうと思 うんです。だか ら先生方の工夫が,2つ3つ とこういうふうになって拡が

ってい ったと思 いました。子どもの欲求 もそこに加わ って場の設定がされていた と思 うんですけれど

も,子 どもはある程度 自分がや りた いことがで きる,し か もそれがある目標を達成できるとい う喜び

があれば,友 達 とす る喜び,友 達から認めてもらう喜 び,先 生か らも認 めて もらう喜び,こ ういうも

のの中で高 まりがあ ってある程度の集団の大きさとい うもの があるん じゃなか ろうかと,そ う思 いな

がら今 日は見 ていたわけです。ですか らきっとこれは先生方の方で今 日のための特別な考え方であ ろ

うし,そ れもお聞きしたい し,先 生方 の人数 と子 どもが活発に遊べる場の設定の数ですかね,そ うい

うふ うなことも聞かせ て頂 けたらなあと。いつも楽しく遊べ るためにとい うことば っか りをみている

ものですか ら,そ んなふ うなことを考えていたわけで ございます。これはまあ質問なんですけれ ども,

そ れに しても本当によ くいろんな遊具 とかそのものの工夫が されていたと思 いますが,私 達がそ こで

ひ とつ警戒 しておかなければいけないことは 「わあ,た くさんいろんなものがおいてあるなあ,私 と

こあんなものないわ,早 速帰 った らあれを作 ってもらわんといかんわ」とい うふ うに,す う っと安易

にい ってしまいそうなそ ういう雰囲気が,私 達 のまわりでお話 しておられ る方か らち ょっと感 じられ

るんです。 「あんな遊ぶものあらへんか ら,と ってもあんなことで きないわ」 とか聞えて くるんです。

私はそれではいけない と思 うわけなんです。私達のまわりにある身近なもので前か らあるもので,そ

れが生かされていないものはないだ ろうかということをいっぺん反省 してみな くちゃな らないという

ことを今 日考えゼいたわけです。遊具がな くても鬼 ごっことか今 日,だ るまさんが ころんだで したか

遊んでいましたね,あ あいうものだ とか本の資料なんかにあ りますが,な わとびとかその他 いろいろ

楽 しい遊具がな くても友達誰とで も走った りとんだ りでき るような遊 びもあるわけです。今の子ども

達はあんま りそういう遊 びを知 らない。だか ら誰で も参加で きてなんぼで も人数がふやしていけて遊

べるそういうふうな遊びを,も っともっといれていかなければならないと思いました。それか らよ く

言われ ることですけれ ども,固 定遊具の遊び というのが飾 りものになってい るということを言われま

す。置いてあ るだけなんだ と,ジ ャングルジムなんか 登ったらお しまいだと,す べ り台はすべ った ら

おしまいなんだと。ああいうものは幼稚園にいるんだろうかというような話が極端な話です けれ ども

で ることがございます。でもそれを使 った遊ばせ方を私達が十分や っているだろうかと。 ただおいて

あるだけで子 ども達が遊 んで くれないと言 ってないだろうか,そ うい う点をも っと工夫 していけば,

ただすべ るだけではないんだ逆 さまか ら上 ってもいいの じゃないかとい うこととか,そ の他子どもの

発想をもっと大事にしてやれば,い くらでも遊ばせ方 というものは子 どもか ら教 えてもらえるわけな

んです。そうい うような ことも私達は考えておかねばいけないと 日頃考えております。それか ら今 日

のお話で もボール遊 びがよ く出て参 りました。私達の方で もボール遊 びが大変調整力を育てる遊びだ

というような研究の結果が出てお ります。勿論 これは5歳 児で ございます。今 日こちらで も5歳 児は
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ボール遊びが好 きだと,ほ うっておいても自発的に遊んだとい うような発表が ございましたけれども,

そ のこ とと考えあわせて,や はり子 どもとい うものは自分が好 きで一生懸命にとりくむような遊 びこ

そ調整力が育つん じゃなか ろうか なあというふうに考えなが ら聞いていたわけで ございます。ボール

遊 びで もい ろんな工夫があると思 うんです。3歳 ・4歳 ・5歳 と比較すると5歳 児 が大変伸びるわけ

です けれ ども,そ うかと言 ってそれ じゃ5歳 児にだけ経験 させた らいいのかと言えばそ うじゃないわ

けで,小 さい子どもで も先生がぽ一いとボールを遠 くへ投 げ 「誰が早 く取りに行けるかなあ」 と言え

ぱみんな競争で取 りにい きます。だからい くらで も遊ばせ方の工夫 というものがあるわ けで して,私

達はいろんなもの は持 っているけれども,そ れを うま く活用することをあんまりしていないん じゃな

いかなあ と,そ ういう点を子 どもとのかかわ りの中で十分に研究していきたいものだと思 っています。

それか ら子どもが楽し く遊ぶ時に,私 はやは り先生の位置というのが大事なことになって くると思 う

んです。勿論年齢によっては違 うかもわか りませんが,先 生 が一緒 になって遊んでやる,先 生 が喜ん

で しまうとい ったことが時にはそんなことがあっていいのじゃないか と思 うわけなんです。 また先生

の言葉か け,こ れがとても大事だと思います。 こちらの先生 もいろんな こと言 って子 どもを励 ました

りしてい らっしゃった りしてい ましたけれ ども,私 達はいつもそんなことを考えているわけなんです 。

ひとりひとりの子 どもにあ った認め方,声 のか け方があ ると思います。やはり先生の構えで すね,そ

この ところの構えといいますか考え方と言いますか,例 えば 「こんなふわふわのマッ トがあ る,そ の

時に子 どもにこわ くないか らさあとんでみようね」とい うのと 「ほうらいい気持 よ,ふ か っとしてい

い気持よ,さ あい らっしゃい」 と言うのとでは子 どもが どれだけ,か わるだろうか,そ れか ら鉄棒を

して子 どもが豆がで きる。　 「先生豆で きて痛いわ」 と言 って きます 「ああ痛そうや,か わいそうやな

あ,し ば らく休んでなさい」と言うのと 「ほう豆できたの,そ れ固 うなったら上手になるよ」という

のとでは随分違 って くるわけなんです。そうい うふ うに子 どもに対 して先生がか らだで,こ とばで ど

のよ うにかかわってい くのか,と い うような ことも大切な こととして考え てい きたいものだと思 って

い ます。いろいろあるんですけれども,最 後に もうひ とつは質 問のついでに こちらの会場の方の皮 き

りをさして頂きますけれども,こ ちらの調整力テス トの調査の仕方がちょっと私どものしているの と

違 うわけなんです。それで調整力テス トの中で調整力はいろいろな要素を もってい るようですけれど,

そ の中で協応 テス トというところに重点が置かれてい る。 これは調整力 テス トの中核をなす というこ

とで,こ れを とりあげられたのかどうか,そ のあたりをお聞きしたいなと思 ってお ります。それか ら

その協応 テス トのことをやれば,そ のほかの ことも育 ってい くのではなか ろうか と,な んか私 はそん

なふ うに思 うんですけれ どもそのあたりのことも聞かせ て頂 きたいと思います。それか ら中村先生 が

御発表にな りました本の39頁 ふ ら42頁 で の表のよみ とりと関連いた しまして,表5の ところなんです

けれども,他 の先生方 も多分 ずっとみてお られ ると思います けれども,ま りの実験群は的あての目と

手 の協応であ る的あてがよいと。それからなわの実験群 はけんぱの 目と足のけんぱがよいというよう
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な御発表があったと思 うんです 。とびこし くぐりもけんぱも的あてもこれは遊び としてとりあげられ

ていて,そ のひとつひとつが目と手 とか 目と足とか,と びこしくぐりは目と全身というふ うに,も う

ひとつの資料 にかいてございます けれ ども,そ ういうふうに分散 して抽出されているわけですね。ま

り遊びは目と手の協応が育つであ ろうということで とりあげ られて,そ して調査を したら,目 と手の

協応性の的あてがよか ったと。こういうふうに」はするのか と思 うんですけれども,同 じ要素の もの

は練習した ら上手にな るのは当 り前 と思 うんです。だか らもうひとつ,こ れはこれでいいんですけれ

ど,ま り遊びもなわとび もどちらも調整力を育て るのにいい遊びだ と思いますので,こ ういう分は的

じゃなくて調整力 という形でまとま ったもので もうひとつ裏づけがとれない もの なんだ ろうか,こ の

あたりを聞かせて頂 けたらなあと思 っているわけで ございます。質問が上手にで きたかどうかわか り

ませんが時間もあま りございません,一 応これで終 らせて頂 きます。

司会(丹 羽)

　 ありがとうございました。只今 の御意見としま しては,喜 んで運動に参加す ることがで きるような

子 どもに育 てたいんだということで,そ のためにいろんな遊具の工夫であるとか,そ の遊具につきま

しても新 しく買わな くて も,そ こらに転 がっている材料で考えていけば,十 分に楽 しい遊具になるん

じゃないだろうか。あるいは遊具がな くても大勢の子 ども達が参加 して楽 しく遊べ るものを考えるこ

とがで きるはずであるという御意見とか,あ るいは言葉か け,子 どもの発想を大事にするとい うこと

が大切 じゃないか というお話がございま した。そ こで調整力のテス トの問題とかかわ りあ って,こ こ

の幼稚園の今 日の発表をお聞きすると,分 析的にわけて調査 しておられるけれ ども,例 えばその 中心

に協応性がおかれているようであ る。それはどうしてそ ういうことにな っているのか,例 えば協応性

というのは調整力の中心,中 核をなすという考えか らなのか,そ れ とも協応性が発達 していけば,他

の敏捷性で あるとか平衡性であるとかいうものが伸びてい くというふ うに考えて,そ れをや っている

のか,こ うい う御質問が第1点 にあ ったと思います。第2点 はよ く似 たことなんですが,こ ういうふ

うに分析的にとらえ るので はな く,調 整力全体を まるごと調査できるようなそんなテス トと言いま し

ょうか評価の しかたはない ものだろうか,そ うい う二 つの御質問がございました。もう一つ午前中の

公開保育で多 くの場があ ったんですが,そ の場では子 ども達が大勢集 まって,高 ま りがあ った所と,

集 まりが少な くて高まりのない所 とあったんだが,子 どもが活気のある遊びができるような場の設定,

あ るいは子どもの人数と場の数といいましょうか,そ ういったことについて何か御意見を頂 きたい。

そうい った御質問だったと思います。どうしま しょうか。　 (し ばらく相談)そ れ じゃ今お答 えを頂い

た方が質問がぼけな くていいだろうとい う先生方の御意見で もございますので,先 ず順番か ら申しま

して午前中た くさんの場が設定 されたが,そ こでは大勢の子 どもが集 って高まりのあ った所 と,少 な

い所とあ ったけれども,こ れは適切な人数 と場 というものがある ん じゃないか という御質問について

如何で しょうか。
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大橋副園長

　 私がお答冬 して足 りないところは実際にや った ものな り,園 長先生に補足 して頂 きたいと思います。

年齢混合の時の遊 びにつ きましては,人 数の多い方が活気 がで るものと,人 数力沙 な くて も自分達で

技を競 った りなんかす る方が楽しい ものとがあ るん じゃないかと,高 まりについては思 うのです。遊

びの場が非常 に多か った とい う御意見なんですけれ ども,ふ だんもっと多いんです。それでい ろんな

ものを試 してみて,そ して子どもが自分で選んでい る時にだ んだん消えていった遊びとい うものはカ

ッ ト致 しました。そ こで残 ったものがあれ にな ったということになると思 うんです 。それでその子 ど

もが選ぶ時に好 きなものを選びますので人数が多いの もあれば少ないのもあ ったと。それか ら途中で

消えていったものもあれば,消 えたと思 ったらまた出て きたもの もあ った というふうな状態だ った と思

います。ですか ら私 どもが意図的に,こ れはあまり子 どもは しないけれ どもやっぱ り今 日は出 してお

いた方がいいのではないかと考えて ,出 してお きま したものは,実 はマッ トととび箱だけで ございま

す。あとは子 ども達がい ろい ろな遊びを しなが ら作 り出してい ったものの中か ら,だ んだんと残 って

きた ものを残 したとい う形で,要 項にも書いてお きましたけれ ども,子 ども達が考えたいろい ろな遊

びがた くさんありましたので,あ れ もこれ もと大体予想 したものをな らべま した。それで昨 日あた り

にもう1回 子どもの様子をみて,こ の位 は残 しておいてあげないといけないの じゃないか,例 えば段

とびなどに行 く子は少 ないけれ ども,い きたい子 もあるんだか ら,や っぱ りおいておこうかとい うふ

うな形で残 したものが今 日の状態で ございます。で例えば島鬼が出ないで 丸鬼が出る場合もあ るんで

す。だるまさんがころんだは割合いにルールも簡単だ し,自 分達でルールを広げてい くことがで きる。

それか ら小 さい子は小 さい子 なりにで きるというので9月 か らず っと人気のあ る遊びの一つであった

わけです。それですか ら人数につ きましては多い ところも少ないところも,た ったひとりでするとこ

ろもあってもいいので はないかと考えているわけなんです。で先生がなかなか目が届 きにくいという

ことがあると思います。ですか ら5人 の先生,担 任4人 と,補 助教官1人 がなるべ く場所を分担 して

危険な時だけは行 く,そ れ から子 ども同志では決できない問題が起 った時には助ける。その他は子 ど

もに任せ るとい う姿勢での ぞみました。そんなことで よろしゅうございますで しょうか。

司会(丹 羽)

　それから次1『参ってよろしいでしょうか。調整力のテス トの仕方の問題として協応性を高めれば調

整力を構成している他のいろんな要素も高まるという考えからかという御質問ですが。

大橋副園長

　 このことにつきましては園長が専門ですので,私 の言い方が足りないと壇上からきっとお言葉が出

ると思 ってまあ私なりに申させて頂きます。調整力の中心が協応能力を高めることだというふうには

私自身は考えていないわけです。中村教官の発表の中にもありましたまりつきとなわとびにつきまし

て調整力の調査をしましたのは,と び越しくぐりは敏捷性,け んぱは律動的平衡性,的 あては目と手
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の協応 ということで調整力の3つ を調査 しているわけなんです。でそれによりまして調査の結果が協

応性の面で特徴が出たん じゃなかろうかとこういうふうな結果であるということだったと思うんです。

中村教官の発表の中にも,な わとびをすればすべての調整力が発達するともいえないし,ま りつきを

すればそれが発達するとも言えない。やはり巾広い経験が必要じゃなかろうかという発表だったと私

は聞いておりましたんですけれどもいかがでございますかしら。

司会(丹 羽)

　 よろしゅうございますか。会場の皆さんも今のお答でおわか り頂けたと思います。でもうひとつご

ざいますが,調 整力を要素的に分析して調査しておられるけれども分析しないで,ま るごと調整力を

はかれるようなテストはないものかという御質問でございます。

大橋副園長

　私は勉強不足でまるごと測る方法を存じませんのですけれども,分 析して測ったら子どもを分析的

にとらえるということではなく,ひ とつの手がかりをつかもうということだと思います。どちらかと

言いますと端的に知るためには,ひ とつの窓口から突こんでみるとわかりやすかったことで,や っぱ

りこういう方法でやってみるとわかりやすかったというのが私の印象でございます。

司会(丹 羽)

　 どうもありがとうございました。

大橋副園長

　 園長先生けしか らんと思われましたら補足修正をお願いします。

司会(丹 羽)

　 いいえけしかりますので(笑 い)ま たこのことに関しましては京都教育大学の附属ではこういう分

析的な方法ではなしに,こ れを測れば調整力全体がわかるんではないかという研究を進めておられる

と思いますので,後 程,藤 原先生からそういう御紹介も頂 けるのではないかと思います。先を急いで

恐縮でございますが近藤先生にお願いしたいと思います。

近藤先生

　私の方からは,こ れからの幼児教育における運動遊びということで現在の幼児教育における運動的

活動の問題点みたいなものを考えて,そ れに対する私なりの提案をしてみたいと思います。以前には

家の中でいわゆる受身的な知的な興味なり,関 心というものに耐えられるものがなかったんですが,

現在のように,例 えばテレビがあるとかあるいはいろんな遊び道具,ゲ ーム的なものがあったりとか,

そういうものが家の中に豊富になればなるほど子どもの素質的なものになっているゆですね。過去の

子ども達を考えてみると,そ ういうものが家の中になかった,あ るいは母親が大変忙しかったりしま

してうるさいから外へ行けなんていうことになりまして,そ して外に出された場合に何をして遊ぶか

という場合に,一 番その年齢層に知的な対応ができる遊びは何かというと,そ れが運動的な活動だっ
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たと考えるべきだろうと思 うんです。その辺のところをあまり考えないで,子 どもに運動的な活動を

させ ようさせ ようというところに問題点が出て くるんだろうと思います。それか らもう一つの問題は

いわゆる今 の子 どもは体力低下 している。そ こで体力を高 めなければな らない という,発 想でいろん

な研究がなされて くるわけです 。例 えば最近の研究で生」学的な面でい きますと,子 どもに長 い距離

を走 らせてどの位耐えられ るとかですね,そ ういう研究 も出て きております。この面の研究では,い

わゆる幼児を対象 としたものはあまりなか った といわれ るんです けれ ども,し たが ってその研究結果

は非常に貴重なものではあるけれ ども,そ れが大変困 った方向にい ってしまう。例えばある研 究者は

そ ういう研究を発表 したあとで,幼 児がこれ だけ長距離的な距離を走 ったりするのに耐え られ る。だ

か ら幼児にそ ういう長い距離を走 らせていいんだとい う発想,も っと言えば幼児 にもっとマラソンを

させ るべ きだ という,そ うい うふ うな言い方 をしてしまうということなんです ね。いわゆる幼児の生

」的な能力に関する実証的な研究かも知れないけれ ども,だ か らとい って幼児にそ うい う距離を走ら

せていいとか,そ の活動を とりあげてやらせ るべきだ ということには僕はつながらないかと思 う。

　次に調整力の考え方は,必 ずしも一致 しているわけではありません。それか ら調整力は幼児期が一

番のびる時期だというおさえ方 も,私 は必ず しもそれに賛成す るわけではありません。ただ私 はここ

で考えたい ことは,生 まれた時か ら,あ るいは生 まれ る前から運動を問題にするわけです けれども,

生 まれてか ら自分の意識で随意的な運動を してい くという時に,ど んなふうに子 どもが運動とい うも

のを獲得 してい くのか,そ の運動の種類 というの は,乳 児期か ら幼児期になってどういうふうに広が

ってい くのか,そ うい うとらえ方を してみることが幼児を指導 してい く場合に重要 じゃないか とい う

考え方をしているわけです。例えば乳児期であ るな らば寝がえ りをうった り,こ ろが った り,這 った

り,そ してつか まり立 ちして歩 くとい うことを,ど んなふうに子どもが経験 し身につけてい くのか,

そ の過程の中で,子 ども達は知的にどんなに発達 し,情 緒的にどういう,あ るいは社会的にどう発達

していくのかというように,全 体の中で運動とい うものを とらえてい く。同 じように,幼 児の場合 も

そ うい うとらえ方を しなけれ ばいけないだろう。私はそ うい う面で考えますと,そ れは丹羽先生と昨

日ち ょっとお話 したんですけれども,要 す るに大人が行なうスポーツであるとか,あ るいは スポーツ

ではな くても,私 達 日常生活で行なわれているいろんな全身運動的な活動があるわけです。その基本

のパター ンなるものはいつ どこで身につけているかを考えると,実 は幼児期だとい うことになるわけ

です。その幼児期にい ろんな多様な運動を身につ けてい くことが,将 来の生活における全身運動や,

あ るいはスポーツなどにつなが ってい ってるとい うことが考えられるわけです。そのいろい ろな運動

を見てい きます と,い わゆる調整力あ るいは筋力とかいろんなものが含まれている,そ こで どうして

もお さえておかなければならない ことは,単 に筋 力ではな くて,実 は動 きなんだ,動 きを考えればた

しかに調整力とい うものがいつ も頭 になけれ ばならないで あろうし,そ うい う活動の展開においてお

さえておかなければならないだろう。 じゃあ我 々は子 どもにどんなふうに経験 させ るべきかって こと
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をみていきますと,子 ども達の活動をみた場合に,な ぜ子ども達 はああいう運動に取 り組んでい くか

といいますと,か らだを動かす ということが楽 しい ってことがあるかも知れない。けれどもそれよ り

は,例 えばゲームでですね,ど こを攻めようか とか,ど っちが勝 ったとか,な わとびを何回とべたか,

どうやって相手をつかまえようかとか,結 局そ こに面白さがあって,子 ども達は遊んで いるん じゃあ

ないか,例 えば3歳 児の場合はそこまでいかな くても,山 を こう登ってい く時にカップ ラーメンかな

んか持 って行 って 「おそばですよ」 と持 ってい くんですねgそ こで先生が 「ああ出前 さんですよ」 と

か言 ってるんですけれ ども。そ うして登っていって る。そこでは,よ じ登る面白さみたいなのがある

か も知れないが,同 時に先生に持 って行 ってあげたい,配 達 してあげたい,や ってあげたいとか,そ

こでは実際運動が行なわれていて,そ の運動が結果的には調整力を高めることになるだろうし,体 力

を高 めることに もな っているんですから,あ まり体力とかそ うい うことを意識するの じゃな くて,ど

うして子 ども達はそういう遊 びを したが るのか,ど うしてそ うい う運動を し九がるのか,そ こを的確

に とらえてみ ることが,先 ず大切 じゃあないか と思います。 ちなみに体 力を考え るな ら,運 動をすれ

ば,当 然体力は高まってい くと考え られ る。体力を身につけるよ りは,ど れだけの運動的な活動がで

きるかという方に目をむ ける方が,む しろ幼児期を考える場合 には,適 切な考え じゃあないかと思 っ

ているんです。それからもうひとつの問題は,運 動的な活動を考え ます と,と か くこちら側が こうや

ったら運動して くれ るん じゃないかという形でいろんなものを用意す るという,そ うい う方向性があ

るんじゃないか。 しかし,こ れ は別な言い方を しますと,子 どもにとっては受身の活動 じゃないか。

で先程私が話 しましたように,な ぜ子 どもが運動的活動をするかという」由か ら考えた場合 子 ども

の活動は能動的な活動であ ったはずだということです。要するに 自分が何かして遊ぼうとい う場合に,

受 身 としてす ぐ遊べ るものがない。外へ行 って自分か らこういう遊びにす る,そ ういう形で行なわれ

たものが運動的活動ではないか。たとえばそこに非常 に貧弱な物 がひとつしかなければですね,そ こ

をけとば してみ るとか,棒 ぎれであ って もけとば してみるとか,あ るいは,ひ っぱたいてみるとかで

すね,そ ういう形で 自分の遊びにしてい ったん じゃないかと思 うんです。そうするとあま り受身的な

運動的活動を考えてみ ると,実 は現在の子 ども達にい ちばん問題 にな っている受身的生活そのままに

な りはしないか,本 来運動的活動ということは,何 もない所で自分で遊 びをしてい く時 に 一番遊び

になりやすか った ものが運動的活動 だと考えてみると,逆 にで きるだけ貧弱な環境であ るとい うこと

が,子 どもが能動的に取 り組む きっかけになると考え られないか。 このようにいわゆる子 どもに運動

を経験 させ る場合には,環 境が大切です。豊かな環境を作 ってあげればいい っていうんです けれども,

そ の豊か なという発想が大人の側の発想 じゃ困るん じゃないか,要 す るに子 どもにとって豊 かだって

ことはどういうことかというと,子 どもがいろいろ考えるその自由度が広いといいますね。こうも考

える,あ あも考える,そ ういうものが豊かな環境なんであ って,大 人が このためには こういう遊具が

いいですよと揃えることは,逆 にいえば子どもを貧弱にして しまうところがあるん じゃないか って こ
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となんです。私は運動遊具について,も し批判するとす るならば,こ の遊具 はこの遊びしかで きない

って遊具がマ番子どもに とっては駄 目な遊具である。この遊具は子どもの側にとって,こ うも遊べ る,

ああ も遊べると,そ の遊 びがた くさん出て くるもの程,幼 児にとっていい遊具である。ところがある

面でい きますと,何 々のために遊具 として次 々と大人が工夫 していくことがある。これは非常に子 ど

もを受身的な ことにするんで,基 本的な運動的な活動を能動的にしてい くことにはな ってないのでは

ないか。そ ういう一つの考え方ができるん じゃないか。私 は極端な言い方をすれば,子 どもを貧弱な

環境の中においてやれば,能 動的な活動をす るようになると思います。例えば,な わ1本 で子 どもが

どの くらい遊べるだろう。丸めて遊んでみた り,ひ っぱ って遊んでみた り,輪 にして遊んでみた り,

い ろんな遊びを します。 これは私だ けか もしれませ んけれ ども,私 の子どものころは,そ うい う遊 び

を したはずなんですね。 ところが,輪 な らばフープを用意 しましょうとか,投 げたりとったりするん

だ った らボールを用意 しましょう って いう,そ ういう発想では,遊 びが子 どもの本来の遊びにならな

いん じゃないか。 ボールを投げて遊びたか ったら,と もか く丸めてみて,し ば ってみて,こ のように

遊 ぶんだ ってい うです ね,そ こへもってい くものでなければい けないんじゃないかと感 じて,そ うい

う面で,非 常に子 どもにとって豊富な経験がで きる材料 というものは,必 ず しも大人の側がた くさん

用意 したからできるとい うものじゃないだろう。 これが一つあるだろうと思います。そ してもう一つ

は,幼 児にとっての運動を考える運動教育の考え方があ るわけです。実際に運動教育について,最 初

い くつかの本を出 している人たちは,最 初,障 害 児についてや り,そ こから普通の子 どもも,と い う

発想の し方をしていると聞 きます。そうい う面で,最 近 日本で訳 された 「身体発達の運動」だったで

し ょうか,今 ち ょっと忘れましたけれ ど,訳 本で,イ ギ リスの シンポジウムを まとめた本があ ります

けれど,そ の中で言 っていることは,一いわゆる子どもの運動的活動 は,1つ には,子 どもの身体,あ

るいは知的,情 緒的,社 会的なものを伸ば してい く,い わゆる発達を進めてい くとい う役割 と,身 体

的,知 的,情 緒的,社 会的 なものを統合する役割 りとがある。その面で障害児の場合に,い わゆる運

動的活動がで きない,と いうことが,ど こに問題があ るかとい うことを指摘しています。そ ういうこ

とをと らえた方で,幼 児の運動を考えてい きますと,大 人の文化というものを,子 どもにやさしくす

れ ばいい っていうかたちで,お しつけることはおか しいん じゃないか。子 どもが,た とえば3歳 には

どんな遊びをす るか,4歳 ではどんな遊 びをするか。 ちょっと今 日ですね5歳 児と4歳 児がい っしょ

に遊びながら,5歳 児が遊んでいることを4歳 児に伝えていた。実は,幼 児の文化は,幼 児がそれを

伝え合 うっていうことなんですね。そうい う面で考えてい くと,教 師が指導す ることが,実 は大変危

険な ことがあるん じゃないか。そ こを教師が,十 分おさえておいて,幼 児の立場を考えた上で指導す

ることを考えてみる必要がある。別な言い方をすると,こ れも極端な言い方をすれば 「先生,へ たに

教えない方がいいよ」 「教えるのは,子 どもにお願い した方がいいんだよ」っていうことがあるかも

しれない。 しか しそれは,非 常 に極端な言い方を したわけですけれ ども,い わゆる大人 ってい うのは
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子 どもを どうとらえ,こ ういうものがかけてい るかもしれないとか,ど ういう環境を用意 し,そ の方

向づけをどうするかなどを考えるために は,大 人の知恵というものは必要なんですけれ ども,実 際に

取 り組ませ る時には,む しろ子 ども同志な り,子 ども自身の工夫や発言という形で学習 してい く。 こ

れが幼児の本当の姿 じゃないか,と い うことを考えてみなければならないん じゃないか。まあ,私 な

りの提案をしてみました。以上です。

司会(丹 羽)

　 あ りがとうございました。たいへん多 くの内容を,御 示唆いただきました。全部をまとめることは

時間的にで きませんけれど,だ いへん重要 なことが出てまいりましたので,そ の点をい くつかまとめ

させていただきます と,子 どもの知的活動に耐え られ る運動遊 びがあるかどうか。これ は大変重要な

ことではないかと思い ます。か ってテレビのなか った頃に は,お そらく外で遊ぶ ことが最 も楽 しいこ

との一つであ った。 ところがテレビが出てきまして,そ れを見た子 どもが楽 しいなと思 う,そ ういう

ものよ りもっと楽 しい運動あそびが どの くらいあるのか。だか ら子どもは楽 しいテ レビに向 くのは,

あ る意味では当然ではないか。ことばをかえていうと,そ うい う御指摘にな りましょうか。それか ら,

幼 児に経験 させれば発達す る。 じゃ発達するか らそれをす ぐ教育の内容 として取 り込んで やっていい

のかどうかとい う,重 要な御指摘もあ りました。ほかにもた くさんございましたが,調 整 力と関係 し

て申します と,調 整力の概念というのは,い ろいろな学会 があ りますが,た とえば体育学会や体力医

学会などでも,ま だ一致してお りません。具体的に申します と,近 藤先生 と私もまだ一致 しておりま

せ んが,要 す るに,子 どもの動 きや子 どもの運動遊びを考える時 に,子 どもがどう動 くか という動き

が大事なんだ。そ ういう動 きを考え ると調整力 というのは大変重 要なものになって くる。その場合調

整力の概念であるとか,調 整力を高 めるためにはどうすればいいかということは,ち ょっと横におき

ま して,お もしろ く子 どもが遊んで いる場面,そ れはどうしてなんだろうかという原因を的確にとら

えることが重要なんだ。案外私たちは子 どもが遊んでいる場合 「あ っ,こ うい う場を設定 したか らう

まくい った」というふうに考えておりますけれ ども,も う少 し細か く検討 してみたら,も っとちがう

内容が出て くるか もしれない。それがわか った ら,今 度はそれを準備 したら子どもはお もしろく遊ぶ

ことができ,結 果として調整力もついて くるのではないだろうか。したがって楽 しく遊ばせ る工夫が

大切であるという御指摘ではなかったかと思います。それか ら,こ れまた大変重要な御指摘があったん

ですが,遊 具が子どもの自由な活動を逆に規制 してい るんではないか。物的に豊かな環境は子 どもの

活動を受動的にするので,物 的に貧弱な環境の方がよい。また一つの遊具が多 くの目的に使えるもの

ほど,よ い遊具であるとい う御指摘です。 これは,精 巧な遊具になればなるほど,子 どもがそれを使

って自由に想像 し,遊 びを発展 させてい く可能性を束縛 して しまう。具体的 に申します と,非 常に精

巧な汽車は,汽 車 として しか遊べません。ところがマッチ箱です と,汽 車 としても自動車 としても,

そ の他の箱としても遊ぶ ことができる。 この違い。 ちょっと余分なことを申しま したけれど,要 する
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に大人が豊かだと考えている遊具が,子 どもの 自由な活動を規制 しているということを,考 える必要

があるので億 ないか。特に受身的にな っている現代の子 どもを考える時,こ れは大変重要なことでは

ないかと思 います。それか ら最後に,大 人の文化をやさしくした ら,子 どもの文化になるんだ,と い

う発想 はあやまりである。む しろ子 ども自身の姿 に学ぶという態度が必要ではないか。そ して子 ども

が工夫 し発見 してい くような教育が必要であ る。ひと言でまとめますと,そ うい う御指摘であ ったの

ではないかと思います。まだたくさん重 要な御指摘があっ売かと思います が,⊥ 応 この くらいに しま

して,最 後 に,永 野先生 にお話をうかがいたいと思います。

永野先生

　 私は特に運動 ってい うのは専門でない。大橋先生から電話をいただきまして大変懐か しかったので,

「す ぐまい ります」というようにお答 えしました けれ ど,ど うも,そ の時,よ くテーマについて うか

がわずにご返事 しまして,あ とか ら運動だと聞いて,こ れはいけない と思いました。といいます のは,

だいたい私,小 さい時か ら,運 動 はどちらかとい うと不得手であ りまして,ま ずか けっこがおそい。

運動会があるとび りになる。それか ら,近 頃はあま りや りませんが,私 どもの頃 は,小 さい時は 「お

ゆ うぎ」というのが非常に盛んで して,レ コー ドに合わせて,右 の方へ3歩 ぐらい歩いて って,く る

りと輪の真中の方を向いて手を上げて,こ んなふ うにお じぎを した りす る。で,あ れがもう照れ臭 く

て苦手であ りまして,ま あ,お そ らくその2つ で しょうね。そ ういうことをや らされ るまでは,特 に

きらいだとも思いませんで したけれども,そ れできらいになりました。で,運 動とか体操 とか言 うと,こ

れは困 ったとい う感 じがするのです。ですか ら,あ まりまとま ったお話 はできません。それを前 もっ

てお断りしときまして,ま とまった話を聞けるとお思い にならないで下 さい。そ ういう心配をしなが

らここへ来たんですけれども,午 前中の保育を拝見いたしまして,そ の時は心配を忘れまして楽しま

せていただきま した。 といいますのは,い わゆる体操だと,こ れは困るなと思 っていたのですが,体

操という感 じがしませんで,ど ちらか とい うと,遊 園地に近い。み んながあっちこっちで遊んでいる

これはまあ,遊 園地みたいなものだ。近藤先生は,あ ま り教材教具が多 くない方がいいとお っしゃる

んです けど,私 はどちらか というと,い ろいろ沢 山あってにぎやかな方が好きで ありまして　例えば

大変気に入 ったのは,大 体 もう来 る前 にいろいろ気に入 りまして,ひ か りの くにのあの本(調 整力を

高める運動遊び)を 宣伝 したりしてたんです。たとえば,か ばにえさをやる,と いうのは大変気に入

りました。ある町の保育園の先生ですが,野 外の自然で保育をやっている,そ の時の活動をい っしょ

うけんめい記録にとって,さ て これか らどういう結論がで るで しょうか,と いうようにお っしゃって

るんです ね。で,私 はどういう結論 って,大 体記録を とる時 にどうい うように考えてらしたのですか

と尋 ねましたら,い やあんまりはっき りしないんですが,と にか く記録をとって分析 しようと思いま

して。 というんですね。で,私 は助言も しに くくてヒま ったん ですが,そ こで思いついたのが こち

らのまだ保育を拝見す る前の印刷 された本で して。とにか くお帰 りにな ったら,あ れを何 とか手に入
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れ なさいと。で,園 でそ ういうのを や ってごらんなさい。た とえば,園 でそういうことをやっている

うちに,そ の,自 然公園へ行 った時の活動が どう変 わるか,そ の間にどんな関連があるのかなんてい

うようなことを,ご らんになったらどうで しょうか。あるいは,自 然,自 然 というけれども,自 然な

状況 と,い ろいろ遊具を用意 した状況 と,一 体子どもはどちらが活発になるのか。それか らまあ,自

発性ということについても,ほ んとに自然の方が,自 発的になるのかどうか,そ うい うところをぜひ

見比べ て下さいませんか,と い うようなことを申し上げたんです。というのは,や や,私 は ,自 然 とい

うことに疑いをもってお りまして,東 京にお ります と,自 然がないから,遊 ばない っていうんです け

れ ども,い ろいろこうい う自然があ るはずの割に山奥 に行 きます と,割 に子どもが遊 ばない,特 に近

頃遊 ばない。木に登 るということも少 ないし,大 体山の中に入 って行 こうともしないってことを よく

聞 くんです。その」由を聞いてみます と,親 が山に入 っていかない,プ ロパ ンガスがいけないらしく

て,山 へ粗朶を取 りに行 くことがない。親が入っていかない山なんですから,子 どもが人ってい くこ

とも,ど うも少な くなるらしい。まあ,異 年齢に してはあま りにちがう親子ですけれ ども,や っぱ り

年上の者がや って見せ るというのは子 どもに大きな影響を与え るので,子 どもにだけ自然を用意 して

ですね,自 分はなにか テレビゲームというようなもので遊んでても,絶 対,こ どもは遊ばないだろう。

で,そ ういう時はどうするか。親は何とか山へ入れとい って も生活がかわって しまうと無」なので,

そ ういう場合にはやは り,　 「自然,自 然」とさわがないで,子 どもが活発になるような,遊 具をそろ

えるの もいいん じゃないか,な どと思 ってい るのです。そして,割 に人工的な もの も好 きなものです

か ら,来 てす ぐ気 に入りましたのは,天 秤の両側に穴があいてお りま して,あ れにボールを入れ るの

が非常に気に入 りました。 というのは,大 体小学校に入 りますと,も ののつ り合いなんていうことを

い っしょうけんめい実験室でやるんですけれども,そ れ以前のつ り合 ・を,生 活の中で実感をす ると

い うことが,ど うも欠 けているのではないかと思 ってお りま して,あ あいう,大 きい天秤でや ってみ

るのもい いんじゃないか。もうひとつは,そ れをあれ だけだ ったら,地 面か ら投げてもいいはずなん

ですが,ど うしてああい うことになったかはわか りませんが,こ う段がありま して,高 い ところへの

ぼってい く。3歳 児 が登 ってい きまして,そ して高 いところから投げている。あれはおそら く高いと

ころから投げているところが,子 どもにとっておもしろいところで ,そ れがお もしろいから高いとこ

ろへ登っていく,と い うような関係があ って,全 体 として非常に うまくで きているん じゃないか。と

い うように思 ったんです。それで,教 室 の方に行きます と,何 か,い わゆる発見 コーナーというのが

あ りまして,別 のものです けれども,木 でつ くった天秤があ りまして,ひ き出 しをあけると,木 のこ

けし人形みたいなものが,大 小の ものが入っている。そういう小 さなところでいじってみようと思 え

ばそ ういうこともで きるようになってい る。でまあ,子 どもにとっては,玉 入れ の時の物のつ り合い

と,教 室の中のそ ういう発見 コーナーの ようなところにあるもののつ り合い とを関連づけて考えるこ

とがで きるん じゃないか。つ まり今 日のテーマは,調 整力をつける運動ということになってお ります
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けれども,保 育を実際拝見 してみますと,テ ーマがテーマですから多少運動が目立つということがあ

りましたけれども,決 していわゆる幼児体育教室 のようなものではな くて,十 分に子どもの生活 から

出発 したものにな っているん じゃないかと思いまして,い ろいろなものを非常に楽 しく拝見 させてい

ただ きました。こうい うような保育研究だ ったら,い っしょに研究 させていただいても,き っと楽 し

いだろうなと思いました。 こちらの先生方,今 日の発表のために大変だ っただろうと思 います けれど

も,お そらくみ なさん楽 しんで研究なさったん じゃないか と,う らやましく思 った ぐらいで した。で,

そ こか ら先は,素 人の悲 しさで,だ めになるところなんですが。 というのは,体 育関係の方に うかが

いたいところなんですが,い ったい,人 間のか らだの動 きっていうのは,運 動ということ,あ るいは

動作とい うことだけで取 り出す ことがで きるのかどうか。ということを素人な りに私は疑問をもって

いるのであ ります。たとえば,ど ういうことか ら疑問をも ったか と申しますと,ぜ んぜん体操 と関係

がないんですけれ ども,言 語学者で,サ ピアという言語学者がいまして,こ の人の書いたものの中に,

い わば,運 動といえば口の運動の ことが出てまいります。みな さん,英 語でお習いにな った発音でで

すね,そ の何故 とか,何 とか言 う時に,HOWと い うつづ りが出て きますね。私が中学1年 に入 った時

には,あ あい うのをみんな 「ウ」 ってい うようにな らいました。ですから 「ウワイ」であ り 「ウォッ

ト」で した。で,そ のうちにアメ リカ英語が入 って きます と,か わ りま してそのウの前に 「フッ」 と

い うのがつ きましてね。 「ホワイ」とか 「フォット」 とい うようにかわりました。サ ピアとい う言語

学者が問題に しているのはその 「フッ」とい う発音であ りまして,こ れがそのアメリカ人で あると,

全 部その発音ができるか というと,発 音ので きない地域があ る。つまり,私 が1年 の時習 ったような

「ウワイ」 とか 「ウオ ッ ト」 とい うよ うな言い方をどうしてもして しまう。で,そ うい う連中にい っ

しょうけんめい発音の練習を して もで きないんだ けれ ども,実 はそのへ ん,音 声学とい うのは私,素

人ですけれども,サ ピアに言わせ ると,そ の発音 とい うのは,ろ うそ くを吹き消す時 「フ ッ,フ ッ」

とこうや る。その発音 なんだとい うんです。音 としては。で,口 のか っこもそれでいいってい うんで

す。 じゃその 「ホワイ」とか 「フォッ ト」とかい う発音ので きない連中が,ろ うそくを吹き消す こと

がで きないかというと,そ んな ことはない。ろうそ くなら吹き消す ことがで き,そ の時 には 「フッ」

という発音がきちんと出てる。ただそれをことば として言お うとすると出ないんだ。その発音 という

のは,発 音の口の構え とか,運 動とい うことではな くて,な にか,心 」的な ものがあるのに違いない。

え一今 日の先程か らのお話で いうと神経的なものということになりますけれ ども,運 動とい うことだ

けではなしに,神 経的なものがあるに違いない。とい うことなんです。で,そ うします と,た とえば

これを運動の方へ うつ して考えます と,ボ ールを同 じようなかっこうをして投げていましても,そ の

中には,や っぱ りその さっきの話でいえば,ろ うそ くを吹 き消す時のと,そ れか ら,こ とばとして発

音す る時のように,形 は同 じ,結 果 も同 じだけれ ども心」的にちが ったものがあるん じゃないか。で,

そ ういう時 にですね,そ れを結果か らみて同 じことをや ったというように言 っていいものかというよ
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うな疑問をもつわけであ ります。私,幼 稚園の子 どもについて言いますと,そ うい うことに関 して経

験 しましたのは,幅 とびの テス トを昔や らされたことがあ りま して,全 くよ く知 らな くて,大 人の幅

とびと同 じように,線 を描いてお いて,で きるだけ前の方にとびな さい。 とい うように言 ったんです

ね。で,そ うしましたら,跳 べない。40㎝ 位 しかとべない子がい っぱいいる。す ごく驚 きましたね,

幼 稚園の子どもってこんなに跳べないのか っていうよ うに思 ってお りました。そのうちに,そ うい う

テス トなんていうことではな しに,い ろい ろ遊びのおつ き合いを子どもたちとや ってみま した。床に

丸を描いてですね,こ う,ぽ んぽんとばしていると,と べない子なんていな くて,幅 とびのテス トを

した時に比べると,非 常によ くとべ るんです ね。で,そ の時に思い出したのが,さ っきの 「H(Ⅳ 」

であ りまして,要 す るに,幼 児にとって,抽 象化された運動なんてない。 って素人考えで,か ってに

思い込んだのです 。

　 つま り,こ れは昔,倉 橋惣三先生 なんかがお っしゃった 「生活 」ということなんだ と思いますけれ

ども,こ の幼児に とって,最 初にあるのは,ま ず 「生活」 なんだ。　 「あの,丸 のあるところまで とぽ

う」 とい うことにな ります と,こ れは生活 になるんだ。けれ ども幼児の段階では,線 をひっぱってお

いて 「できるだけ,前 方へ とべ 」なんて ことは,お そ らく生活にならないんだろう。とい うように思

い ました。で,ま た先ほ どの,午 前中の保育に もどります けれども,そ ういうことから考えまして,

例 えば,こ う1本 橋をわた ってい って,お しまいの ところに,ボ ールがぶらさが っていて,そ れに鈴

がついている。そ こに 「ボン」 ととびつ くと,そ こで鈴がなる。それにま りをたたいた手 ごたえもあ

る。そういうようになっていた り,あ るいは,あ れは鬼ですか,的 の片側に鬼があ って,そ こにぶつ

かると,的 の看板が くるりとまわる。 というように何かやってみ ると,や ってみただけの結果がもど

ってくるという。そ ういう生活的な面になってい る。そ うい うところが,単 に体育 じゃないな というよ

うに思 っています。別に,こ ちらに うか がわせていただいたから,お せじを言 っているのではなくて,

私,こ の幼児の保育に関 して,難 しい とこだと思 うんです。つまり,1つ にはですね,遊 びを させて

おけばいいとい うので,倉 橋先生のことばで言えば,い わば,無 案保育というのですが,つ まり保育

案とい うのがまるっきりない保育とい うのが,あ たかも,幼 稚園教育 の本道であるかの ような誤はを

生んで るようなところが,全 国あちこちに見られ ると思 うのです。その逆に,極 端なところではです

ね,運 動につ いていいますと,オ リンピックがお手本になりまして,そ れ が,お そらく近藤先生 が非

難され るところだと思い ますけれども,オ リンピック選手のや ってい るような種 目が前にあってです

ね,そ れをやさしく幼児向けにお ろしてい って,そ して種目に向 って じゅん ぐりに積み上げていく。

そ して,い わば体育の運動選手の養成 コースの1番 の初歩のところを幼児にやる。そ ういう種類の体

育教育というのが一般 に近頃あるように思 います。ちょうど,音 楽でいいます と,よ く悪 口を言う人

は,芸 大,い わゆる昔の音楽学校のい わば,音 楽家養成の音楽教育というのがあ って,そ れを小学校

までお ろしてきたのが小学校 の音楽教育 になっているか らい けない。それを幼稚園なんかにおろして
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きては絶対 にいけないんだということをよく言いますね。つ まり悪口を言 う人 は,音 楽学校や芸大式

のはいけないんだ。と,個 人名あげていう人もいますが,ま あやめときます。で,そ んなとこか ら出

発するん じゃな くて,も っと,た とえば子どもたちが普段 もっと,こ とばを使 っている時 に,は やし

ことばっていうのがあ りますね。私 ども友だちが何か悪いことをすると,　 「いけないんだ,い けない

んだ」 とこう節をつけて歌いましてね,自 然にふしがついてまいります。そ うい う節がついている話

ことばというのが,生 活の中にある。そ ういうところか ら, ,この音楽というのを出発 させ てい くとい

う,こ うい う生活の中か ら表現 するとい う力を育ててい くのが,本 当の幼児における音楽教育 のあ り

方なんで あります。音楽教育 という専門家教育を下 におろしてい くのはこまるんだという論議があり

ます。私 もそれに賛成なんであ ります。ですか ら,民 謡が大事とい っても,近 頃 テレビで や っている

はやりの金沢何 とか さんの民謡 とい うのは こっちにあ って,あ れを目ざして,幼 児が ってい うのは,

これはおか しいのではないかと思 うのであります。体育に関 して も同 じことが言えるんではないか と

思 うのであります。昨日の晩,ち ゃんとうち合わせの相談を してお りま して,私 が前,小 野清子 さん

か らきいた話なんですが,幼 稚園のとび箱 ってい うのはひ くす ぎる。ひくす ぎると,前 につんのめ っ

て危険であ る。もうちょっと1段 ぐらい高い ぐらいでや っておいた方がいいという話を聞きましてね

私はそれを聞いた時は,な るほどと思 ったのです。そのなるほどという話を近藤先生に申しま したら,

それがよろしくない。つ まり,と び箱をやるところか ら,つ まり私がいけないと思 わな ければいけな

いはずの,ち ゃんと体育ではとび箱をや るんだ,そ してだんだん高 くとべるのがあたりまえという前

提をおいて,そ れで,そ れに向かってい くか ら,と び箱の訓練をす るには,と いうように考 えてしま

う。 その発想 がよろしくない。とい うように近藤先生に教 えられまして,　 「うん」それはそうだった

んだというように思いま した。で,私,素 人だもんですから,そ ういうようなところ,ふ らふ らして

お ります けれ ども,出 発点は生活 ということで,そ の中で体育を見つけてい く。そういう点ではです

ね,今 日,御 報告を うかが っていて,非 常に楽 しか ったのは,た とえば,み んなとあまり話のできな

い,家 庭で もあんま り話のできないK子 ちゃんだったかな,E子 ちゃんだったか子 どもがいて,体 育

など,鉄 棒などだけが非常に上手で,そ のうちにその子 どもか ら鉄棒のこつをおそわるとい うことで,

発 表の機会 が与え られる。それで言語生活が豊 かにな ってい く。というような御報告を うかがいまし

て,や っぱ りこれは,体 育 じゃないんだ。保育なんだと思 ったのです。つまり,ど のようにで もみら

れる,つ まり,言 語生活の発展に とって,あ あいう子 どもにとって生活 を豊かにす る機会を与えるど

いうことが,何 の役に立ってい るのか,と いうように見ていけば,こ れ は言語生活の発展とい うこと

で見ていけるん じゃないか。で,こ の私 ども外国語がへたなのは,そ ういう機会が与え られな くて,

何かす ぐに主語,述 語 とかです ね,あ るいは主語,動 詞,目 的語とかそんなような ことば っか り習 っ

てたんで,実 際に何のために言葉を使うか ってことがなか ったんですね。つまり,生 活がなか ったん

です。で,近 頃はことばの指導でも,受 身を教え るとかですね,受 身 の時には 「れる」　「られる」と
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かですね,や ってる方もあるんですけれ ど。それが先に立っちゃいけない。受身が必要 だった ら,受

身のことばを使えるような,生 活場面を作 らなきゃいけない。生活場面を作 って,そ して教育目標の

方は頭の どっかにおいといてその 目で見てい く,そ れで成功 したか,失 敗 したかということを見てい

くことが大事なん じゃないか。そういう点で,今 日の御発表は,ま あ,運 動中心に御発表な さいまし

たけれども,全 く同 じ保育を見なが ら,こ とば,言 語生活の発展でも見ることがで きるん じゃないか。

そういうところが,今 日の午前 中,ま あ今 日の午前中というのは,確 かに運動に偏ってるのはテーマ

の都合上やむをえない ことなんだけれ ども,あ あいう保育が非常 にす ばらしかった。 というところで

はないか と思 うのです。

　藤原先生の御質問な さったことに関 しまして,こ のデーターを集 めるこの グラフのあ った ところに

つ いて,ち ょっと私の考えてい ること2分 程お話 させ て頂 きます と,実 は私は実験群 ・統制群 という

ふ うにわけるものですから,統 制群というのはもし本当に統制群だったら,何 も保育を しないグルー

プってい うのをつ くんないといけないわけですね。ところが幼稚園に入れておいてこの子どもと この

子 どもは何 も保育を しない というわけにはいかないわけです。そんな見殺 しにするようなことは,ど

だい無」なんですね。で 無」があるか らじゃあこちらにはこれをや っておいて,こ っちにはこれをや

っておこうっていうことになって,あ たか もこう分析的に保育をや っているかのようになってしまっ

たんじゃないか,か ように思 うんです。 じゃあ分けないで保育の効果を見るとした ら,ど うい う方法

があるか ということなんですが,ひ とつの方法はですね,例 えば学年 の始めですね,ま あだいたい園

で落ち着 いた時にお誕生 日が来た子どもで調べてお く,例 えば5歳 な ら5歳 のお誕生 日が来た子を中

'心に調べてお く
,そ れか らまあ極端な場合,2月 頃になりました ら2月 に5歳 になった子どもを調べ

てお く。そ してある程度人数がそれぞれまとまればその両方の5歳 児を比べてみ る。すると年齢は同

じで一方は保育経験がどうして も多いということになりますね。で,そ の保育経験 が多い ことによ って,

そ の冬 の子どもの方がですね,何 かいろいろといいところがあればこれ こそ保育の効果 とい う見方が

で きるん じゃないか と思 うんです。で,言 いますのはこれが中学校 の英語を見てみれば,こ れは冬の子

どもの方が,だ んぜん英語がで きるようになってい る。それはまあ中学校の英語教育の効果だと思う

んですね。そうい う調べ方があ り得 るん じゃないか と思 うんです。全員を調べてしまったあとで も,

先 程のようにいろんな子どもをあれは抽出児 だか らち ょっと具合が悪いかも知れ ませんが,も うち ょ

っとまとま った人数の子 どもを調べていれば,そ の年齢を同 じに して 保育経験が違う子 ども ってい う

のを調べてい くことによって調べられるん じゃないかと思います。実は私今年の2月,3月 と この5

月6月 で,そ ういう調査をやってみたんです。実は運動はや っていないんです。運動は苦手なのです。

あま り大きな声では言えないんですけれども,年 中組ではたしかに保育効果 はあるんです。ずっと伸

びてい るんです。保育を翠 けた子 どもが伸びているんです。どころが少 くとも東京あたりのまあ数 は

多 くないんです けれ ども,幼 稚園によって出入 りはあります けれ ども,な らして しまいます と年長組
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の方の保育効果はあ まりないのですね。あまりないものですか ら発表す るのに困りまして,そ んな こ

とはあまり断定的に今 の幼稚園は年長組は無駄であるとい う見だ しをつけて新聞にかかれ ると困りま

すので,も う少 し慎重 にしなければならない と思いまして,細 か くみてみました。幼稚園 によ ってい

ろいろで,こ っちの幼稚園ではこ っちがいいというように,い ろんな所がある。全体 としてはどうも

年長組がよくない,や っぱ りや りがいのあることを ちょっともや らしてない ところに問題があ るん じ

ゃないかと思 っています。こちらの保育を拝見してまして,子 ども達がや りがいのあることをやって

るというんで,こ の位の ことや らしてみることが大事 じゃないかと思ってるんです。どうも雑然 とし

た話を長 々と致 しました。紙が廻 って参 りましたので この辺で終 りたいと思います。(拍 手)

司会(丹 羽)

　 ど うもありが とうございました。時間があれば もっとお聞 きしたいんです けれ ども恐縮です。また

時間の関係で まとめることも省略 させて頂 きまして,あ と13～14分 ご ざいますので,で きたら会場の

皆 さんから何か こういったことを聞きたいという御質問なりあ るいはこうではないか という御意見が

ございました ら,お 受けしたいと思いますが如何でし ょうか。 どんなことで も結構ですが。

　 (間　質 問なし)

司会(丹 羽)

　 ないようで したら先程近藤先生から御指摘のあ りました ことにつ きまして,も う少 し詳 しく御意見

を伺いたいと思います。私 どもの園で も経験 してることですが,子 どもにや らせてみればい くらでも

上手に,い くらで もは言いすぎですが非常に うま くな るんですね。 うま くな るんであれば,や らせれ

ばいいのかどうかという問題つま り子 どもにやらせれば非常 によ く発達 してい く,発 達するのであれ

ばそれを子 どもの教育の内容 として取 り入れてい っていいのかどうか,教 育の 目標とも関連 して出て

くるとは思い ます けれ ども,こ うい ったことに関 してもう少 し御意見を伺 ってみたいと考えますがい

かがで しょうか。

近藤先生

　例えばこういうことがあるんです。体力づ くりなんかとつなが ってきます となわとびが体力づ くり

に大変よいというので,な わとびを毎 日毎 日や り,う ちの幼稚園の特色は何かというとなわとびだ っ

て,そ うい う幼稚園があるんです。そ こで子 ども達はとにか く回数をとべればいいのだということに

な ってしまうんじゃないか,そ うではな くて,な わとびには,い ろんなとび方 があるんだ とい うこと

を学ばせた り,な わとびを1年 間す るのではな くて,な わとびはもうやめたとい うんで他の運動に取

り組む,そ ういう形 が僕は子 ども本来のものではないか と思 うんです。それが何かなわとびが子 ども

にしたがってエスカレー トしてい くきらいがある。私は子どもを考えます とある時期にな ります と何

といいますか,幼 稚園で もあるんですけれども,5歳 児がや っているのを4歳 児がみているわけです

ね,そ れは混合ではない場合です 。あ る時期になれば4歳 児は必ずべ一クラウ トが始まるという時期
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があるわ けで,年 が ら年 中そこでそれば っか りや っているのではな く,多 くの ことをすることによっ

て,結 局いろんなことを身 につけるとい うことが子 ども本来の姿 じゃないかと思 うんですね。む しろ

何 かひ とつだけ達成 してい くっていうことは,大 人の側で何 とかやらせるとい うことがあ るので はな

いか,そ ういう感 じを私は持 っています。

司会(丹 羽)

　 この辺の ところが大変難 しい問題ではないかと思いますが,私 の園でもぶつか った問題ですけれ ど

も,あ る運動をさせ てい きます と運動の型でいいましても,運 動能力で いいましても著 しく伸びてい

く,よ く出来 るようにな る。 よくで きるようにな るか ら,そ れ じゃどこまで もやらせていいのか どう

かとい う問題ですね。私 どもはそれに対する結論というものを持 ってお りませんけれども,何 かそう

い った時に,教 育特 に幼児教育 とは,ど うい うことなのか,そ ういう幼児教育の 目的や本質 との関連

で こういったことを見ていかなければな らないのではないか と考 えています。時間 もありませんので

デ ィスカ ッションは省略 させて頂 きまして,も うひとつ先程永野先生か らお出 し頂きましたことで大

変重要な ことがございます。まためったにこうい う先生方が一堂に会する機会をもつ ことはできませ

んので,短 い時間ですが,で きるだけ御意見もお伺いしたい と思います。すなわち自然に任 しておい

たら自然的に子 ども達が運動す るようになるのかどうか運動でな くて も他の活動で もか まわないんで

すが,あ るいはある環境を設定 した方が,例 えば遊具等を準備 したり,基 礎的な事柄を教えた方が子

ども達は 自然的に活動す るようになるのであろうか,そ の問題 がひとつあるのではないか と思い ます。

私の言い方が舌足 らずでおわか りになりに くい点があろうか と思いますが,要 するに子 どもの遊びの

ままに自然 に任せておいた方が子どもは自発的に能動的に活動 してい くようにな るのか,そ れとも計

画的なと言いましょうか,ま あこれ もいろいろ問題があ りましょうが,少 くとも大人がこうやらせた

いとい うことを教えるとい う意味 じゃな しに,子 どもの活動を よく見てその活動が展開するよう教え

る必要があるのかないのか,あ るいは教えた方が子 どもが自発的に能動的に活動す るようになるのか

どうか。 この問題 が大変大 きな問題 としてあるんではないか。その例 として永野先生か ら無案保育の

状況 につい て,簡 単なご紹介を頂 きましたけれども,要 す るに子 どもの自然な遊びにまかせてお くべ

きだという非常に強いひとつの流れがある。その遊びについては概念や内容方法をめ ぐる問題等もご

ざいましょうが,こ の辺のことについて御意見をお伺いしたいと思 います。藤原先生如何なもので し

ょうか。

藤原 先生

　私はや っぱり刺激 を与 えてやった方がいいと思います。遊びの楽しさとい うのを子 ども達は ほうっ

ておいたら,経 験を しないですんで しまうのではないだ ろうか。 しんどいけれ どやってみて,で きて

面 白か ったとか,そ ういう楽しさとい うものは経験で きない,.だ から私達はこんな遊びがあるんだよ

とか。先程 なわの話が出ましたけれ ども,ち ょっとお話がそれ るかもわか りませんが,な わではなわ
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とびしか しないと考え親 も先生 も何 とな く発想が貧弱であるそんな感じがす るんです。　 だか らなわも

ふ りまわ した らヘ リコプターにな って子どもが思 わず走 ってしまう。ひ っぱ りっこしたら荷物運 びが

できる。 さらにいろんなひっぱり方がで きるわけですね。2人 でひ っぱった り,下 を くぐった らトン

ネルになるとか,ま あそういうふ うにいろんな遊び方があるんですけれども,な わは なわとび しかし

ない ものなんだと思 いこんで いる先生 もある。だか らそついう中では子 どもも,そ の遊びの面白さを

知 らないん じゃないかなあと。 だか ら先生がもっと子どもの動 きを みて,そ して子 どもに刺激を与え

てやれば,い ろんな遊 びを 自分か らつ くり出 してい くような力がで きて くるんですね。遊具があって

もそれで遊 ばない。で もこんな遊び方があるんだよとい づて先生が グループで指導すれば,そ れが今

度は自由な子 どもの遊びの中にひろがってい く。それか ら仲間で遊んで楽 しんだ,仲 間で こんな遊び

を した ら楽 しんだとい う経験があ って こそ,子 どもがまたそうい うふ うに発展 してい くわけで すか ら

私はや っぱ り先生 がよき刺激を与えてやる。子 どもか らひき出しなが ら与えてやるそ ういうふ うなひ

き出し方が,あ るいは刺激が大切 だと思 っています。

司会(丹 羽)

　 そ うします と全 く放 ったらか しという意味 じゃなしに,子 どもの姿をよく見てその姿が発展す るよ

うな環境を作 ってあげることが必要であ ると」は してよラしいんで しょうか。

藤原先生

　 例えばいろんな運動経験 をさせて いても運動 のきらいな子 どもがいます ね,ク ラスにひとりかふた

りいるわけです。それは仲 間がないか らというの もあります し,自 主的な態度が育 ってないか らとい

うのもあ ります けれ ども,こ わいとか しんどいとか,僕 はようせんとか,僕 した ってで きないか ら恥

か しいか らいやなんだと思 っているのもいます。小 さい時にう一んと経験を しておけばいいんですが,

経験のない子をほ うっておけばそ うい う子はず っとしないわ けですね。 だからちょっと大 きくな って

知識 だけが発達 して きた子 どもが,　 「そんなん僕せ えへんわ,家 へ帰 って して くるわ」とい う言葉が

出て きたら,こ れは失敗だと思 うんです。だか らやはり小 さい時にい ろんな経験を し,刺 激を与えて

お く必要があ ると思います。劣等感が育つようになってか らいろんなことを刺激 として与 えても非常

に難 しくなってきます。それまで にいろんなことを楽 し く幅広 く先生と しては,し ておくことが自分

か ら遊べるように育ってい くのではないかと思 います。

司会(丹 羽)

　 あ りがとうございました。他のおふたりの方にもお聞 きしたいのですが時間 もな くなって参 りまし

たので,最 後 に,結 論は同 じではないか之思いますが,近 藤先生 と永野先生 との御意見が多少違 った

ように見えました遊具の問題についてお伺いしたいと思います。つまり豊かな遊具を多 く設定 してお

いた方が子 どもの発達の面か らいいことなのか どうなのか,こ れは恐 らく遊具のあ り方の問題 としま

して両先生の御意見は一致するん じゃないかと思い ますが,表 面的に聞きます と全 く違 う意見のよう
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に思 われますので,も う一 度その点をお伺い したい と思いますがいかがで しょうか。

近藤先生

　私は教育的意図で遊 具 ってどうなっているかを考えなくてはならない。例えば今 日研 究発表会の遊

具で こうな ってい るのは私は大変 いい遊具だと見ているわけです。ただ し,そ れは子どもがつ くれ る

か,あ るいは子 どもがそういう発想をす るか と言えばそ うじゃない。しか し教師の側か ら言 えば子ど

もがバランスというものを」はする,気 づ くとかあるいは他の場面で もほかの生活に非常に興味を も

っているとかとい う時に,そ れを気づかせた り学ばせた りす る道具とい うものは考えていかねばな ら

ない と思 っています。そうい う意味で遊具とい うものは考えるべ きである。その面で考えると運動の

遊具というのはかな り体力的な面を考えた形で遊具を作 っちゃう。 これがやはり問題 だろう。体力だ

けを問題にするのではな く,む しろ子どもの全体的な発達をおさえた上で用具を考えなければ問題で

ある。子 どもの全体的な面か ら考えれば先程話 したように,子 どもの側でいろんな問題が出てくるよ

うな道具というものはあ るはずである。ただそれがた ったひとつ しかあ りませ んではよ くないので,

要 す るに私 は子 どもは遊具な しでそ ういう活動なんかを期待すべきじゃないかと。やはり遊具 ってい

うのは考えな くちゃな らない。今 日永野先生が感已・な さったあれ 「シーソー玉入れ」は私 も感心 して

おります。

司会(丹 羽)

　 永野先生いかがで しょうか。

永野先生

　時間もあ りませんので。近藤先生 と違 うようにお話したのは,話 が面 白くなるだろうと思 っての こ

とで,考 えていることはそう違 っていると思 わないですね。む しろ恐 らく近藤先生 も非常 に単純にい

ろいろなものが使える。例えば鉄棒なんていうのはオ リンピック選手をみていますとあれ1本 でいろ

い ろな ことがで きる。 じゃああれが一 番いいか とい うと,こ れはや っぱり具合が悪いですね。とい う

のはどこが一番まずいか というと,鉄 棒 だけでは,子 どもの生活 にす ぐ入っていかないって ことです

ね。つま り運動種 目になってしまうところが強いので,そ のためには何か鉄棒を子 どもの生活に近づ

ける工夫がやは りいるのではないかと思 うんです。それ はもう昨 日か ら今 日にかけて近藤先生とお話

して意見は大体一致 しているんです。それか ら種 目,そ のなわとびをた くさんという話ですけれど,

私 はさっき出て来 なか ったことでもう一つ大切な ことは,そ うい う沢山 とい うの も程度問題ですけれ

ども,あ あい うのをみてです ね,先 生 もその子 の才能を見なおす,あ るいは親 ごさん達 にもおだてに

使 ってですね,子 どもの力を見直す って ことは非常 に大事なことだと思 うんです。 これは別になわ と

びだけではなくて何で もいいか ら,い いところがあ ったら親 ごさんに伝えてお子 さんは立派ですよっ

て。子どもをどこかいいところをみつ けるっていうことはいいことなん じゃないかと思いますので,

それ が今度は子どもの成長に戻 って くる。子どもの立派な ところをまわりの ものが認めたことが子 ど
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もの成長に戻 って くる。そのサイクルをみることが必要なん じゃないか。ただ能力を測定 す るだけ じ

ゃな くて,教 師としてはそ ういう循環を考えることが必要 じゃないかというように考えてお ります。

司会(丹 羽)

　 あ りがとうございました。予定 しました4時 半を2分 程す ぎました。列車その他の時間の予定 もご

ざいま しょうか ら,で きるだけのば した くないと思いますので,只 今か らまとめさせて頂きたいので

すが,す んなりまとまってしまいます と,皆 さんも忘れて しまう可能性がありますので,い やそんな

ことはないという不満や もやもや としたものを持 って帰 って頂 きたいと思います。今の問題 といいま

すか,先 程から出ております問題にかかわりあいまして,概 して幼児教育,幼 稚園教育の基本的な考

えは,子 どもの側か らいろんな活動を発展的に系統的におさえてい こう,子 どもの活動が発展するよ

うな,そ ういうあ り方を考えていこうという傾 向が非常 に強いと思います。私も本当にそうだろうと

思いますが,そ ういってしまったんでは石を投 げて波紋 を起す ということにはな りませんので,そ れ

に対 して一つ疑問を投 げか けてみたい。それはどういうことか と申します と,そ うい うことだけして

いて子 どもは本当に将来,社 会の荒波の中で生 きてい くことがで きるんであろうか,社 会的な存在と

して子 どもは生 きていかなければいけない。そのところで はいろんな社会的制約 があります し,文 化

的な拘束 というものもあるんではないか,そ うい う中で たくましく生 きてい くためには,子 どもにど

ういう教育をすればいいかとい うことを考えてみます と,文 化の伝承 発展 とい うことと,子 どもの

活動の自発的な発展 ということとについて,ど こに接点を求めればよいのだろうか。安易に,子 ども

の活動 だけをみて,そ れを発展 させ るような系統性を考えるとい うことだけでよいものであろうか。

この辺のところはディスカッションに出ませんで したけれども,多 少残 しておいて頂 きたい。その方

がもやもやしたものが残 り,本 当に子 どもの活動を見きわめて,そ れを発展させるという立場か ら系

統性を主張する人にとって も,あ るいはそれに対 して反論する側の方に とっても大事 じゃないか と考

えます。今 日は長時間いろい ろなお話を頂 きまして有難 うございました。教育の問題 は今 日聞いて明

日か らす ぐ役立つ というような問題ではないと思 います。きわめて重要 な課題をた くさん提出 して頂

き,ま た,多 くの示唆を頂 きました講師の先生方,そ して遅 くまで熱心 に討議に御参加下さいました

会場の先生方に心か ら御礼申 しあげます。　 (拍手)　 以上。
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